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昭和43年8月31日横浜市生まれ 36才
県立希望ヶ丘高校・明治大学卒業
横浜銀行勤務後、議員秘書となる
平成7年横浜市会議員初当選(26才)
自民党横浜市支部連合会副幹事長

横浜青年会議所(ＪＣ)
日本動物福祉協会横浜支部支部長
鶴ヶ峰商店街協同組合顧問
卓球本間クラブ所属
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平成16年度市民建築常任委員会副委員長
平成16年度情報化社会推進・危機管理対策特別委員会
希望ヶ丘高校同窓会桜蔭会評議員
旭区スポーツダンス協会顧問
旭区サッカー協会顧問
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新年明けましておめでとうございます。本年も古川レポートをご愛読賜りますようよろしくお願いします。

  さて、横浜市も４日から始動しました。市政改革も進み今年は「平成２２年におけるごみの排出量を１３年度

に対して３０％削減する」ことをめざすＧ３０の取組(10分別15品目の分別収集)が４月から全市で展開します。

レポートご愛読の皆様にはお馴染みの「コールセンター　６６４－２５２５」も全市展開されます。同じく４月

には日本赤十字社に委託が決まった整備後の港湾病院が「横浜市立みなと赤十字病院」として開業します。旧富

士銀行跡地に誘致した東京芸術大学大学院映像研究科は、あの映画監督北野武（ビートたけし）さんを教授とし

てお迎えしスタートします。秋には国際現代美術展「横浜トリエンナーレ」が開催されるなど話題が盛りだくさ

んです。一方、昨年の地震や台風などの災害対策も根本から見直す必要があります。犯罪から市民を守るための

防犯対策も重要な課題です。また、厳しい財政状況には変わりはないので、職員定数削減や予算のメリットシス

テムで無駄な税金を使わないようにしたり、民間の発想で様々なアイデアを駆使して広告収入を得るなど財源の

確保に努めなければなりません。横浜市にはさらに効率的に行政運営し、市民サービスの向上に努めていただき

たいと思いますが、これまでのところ私の考える「民間に任せることができることは民間へ」の理念と横浜市の

改革の方向性は同じなのでこのまま着実に推進していただきたいと思います。

　ところで、今年は横浜の教育にご注目ください。横浜市は今年の４月から開校する東山田中学校の校長先生に

最年少３２才の本城愼之介さんを採用しました。本城さんは昨年プロ野球界の救世主となった楽天㈱の元副社長

でもあり教育事業の会社を経営している方で、組織経営に関する専門的な知識や経験と教育に関する識見の両方

を備え、理想とする公教育の実現に向けて熱意を傾けている人物と聞いています。私もまだお会いしていません

が、全国各地の学校教育現場を訪問し、講演、研修を実施すると共に、学校長や学校経営者との意見交換などを

精力的に行ってこられた方なので、若い情熱と経験を活かして様々な教育施策に挑戦していただきたいと思いま

す。伯井教育長をはじめ横浜の教育関係者や本城さんが本気で教育改革をするなら心から応援したい。教育委員

会も、今回の人事のように既成の概念にとらわれず、思い切って横浜の教育を改革していただきたい。言うまで

もなく学校は子供たちのためにある所です。そして、教職員は子どもたちの将来のために全力を尽くさなければ

なりません。やる気のある教職員とともに教職員の意識改革を行うことが求められています。「民間の経営感覚

を役所へ」と言ってきましたが、「民間の経営感覚を公立学校へ」導入すべきであると思います。このような時

代でも私立に行かず横浜市立の学校を選んでくれた子どもたちと親に感謝し、期待に応えることができる学校を

本気で作りたい。それには行政の経営改革と同じように教育の経営改革を行わなければなりません。今年は未来

の横浜市を担っていく子どもたちに夢を持って力強く生きてほしいという願いを込めて教育改革に力を入れてい

きたいと思います。皆様のご意見をお待ちしています。

　今年が皆様にとってご健勝で、幸多いすばらしい年になりますことをお祈りいたします。

横浜市会議員

　　古川　直季

謹賀新年

　横浜の教育改革に注目


